
会議の概要（要旨） 

１ 会 議 名 平成２３年度 第４回習志野市公営企業運営協議会  

２ 開 催 日時 平成２４年２月９日（木） 午前１０時 

３ 開 催 場所 習志野市企業局 新館３階 DE 会議室 

４ 議 題 及び  

会議の概要 

１．議題 

平成２４年度習志野市公営企業会計予算の重要事項（案） 

平成２４年度習志野市公営企業会計予算（案）の概要   について 

                                              

議題説明終了後 

 

質疑応答 

（委 員 ）Ｑ １．今、原料費が高くなってきているという説明がありまし

た。その場合、一般家庭・事業者向けの料金を上げて対

応すると思うのですが、原料費の高騰をお客様に上乗

せするというのは難しい事だと思います。そのあたりの

事についてお尋ねします。 

（事務局）Ａ１．先程、たしかに海外情勢の動きの中で原油価格が高騰

しているとの説明をさせていただきました。私どもが東京

ガスから購入しておりますＬＮＧの価格は原油価格と連動

しております。また、原料費調整制度という形で原料費の

価格が上がりますと自動的にお客様に負担していただく

という形になっております。しかし、上限が定められており

まして、１．６倍まではお客様にご負担いただくのですが、

それを超える部分については事業者として負担をするこ

とになっております。 

 

（委 員 ）Ｑ ２．これからの時期、人口の減少が進みますし、電気と同じ

ようにガスや水道の節約がなされる事と思います。このよ

うな情勢も踏まえて予算を組んでいった方が良いのでは

ないですか。 

（事務局）Ａ２． 御指摘のとおりでございます。人口統計をとっていく中

で、今のまま推移すると７年後には習志野市の人口も天

井を迎えるのではないかと推計がされております。 

              また、節ガス・節水についてですが、電力事情と相成って

顕著になっております。 

              これからは、このような点を視野に入れて行かなければ

ならないと考えております。 
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２．その他 

  平成２３年年度習志野市公営企業会計予算の取り組み状況 

  その他の報告について 

                                             

その他説明終了後 

 

質疑応答 

（委 員 ）Ｑ ３．先日の市議会の報告の中で企業局の内部留保９８億円

をもっと有効に使ったらどうかという提案がありましたが、

このことについて意見をお伺いしたいと思います。  

（事務局）Ａ３． たしかに私ども内部留保という形で９０数億円ございま

す。しかし、私ども施設の使用料としてお客様から料金を

いただいている中で、維持管理をしていかなければなら

ない資産がガス・水道事業ともに２５０億円ずつございま

す。この部分について外部からお金を借り入れてしまい

ますと、有利子負債となってしまい、これがお客様の料金

の値上げに繋がってしまいます。このような事から計画

的に設備投資をしていき、なるべく有利子負債を抱えな

いように経営を進めている状況でございます。 

 

（委 員 ）Ｑ ４．緊急経済対策についての部分でお尋ねします。これは

経済対策ということなので、工事をするということよりも工

事を施工した業者への経済対策という事だと思うのです

が、施工業者をみますと、市内の中でも大手の業者が何

件か受注していると思うのですが、もっと様々な業界の零

細企業に廻される等の対策はお考えですか。 

（事務局）Ａ４．御指摘のとおりでございます。この対策の目的というの

は、経済情勢が厳しい中、経営に大きな打撃を被ってい

る市内の修繕業の方々に発注をする、と言う事が目的と

なっております。資料の中に掲げさせていただいている

業者さんの内、何社かはたしかに大手という形で見られ

ているところであります。市内業者さん中心に発注はさせ

ていただいておりますが、来年度はそういった部分をより

配慮しながら執行してまいります。 
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（委 員 ）Ｑ ５．水道についてお尋ねします。放射性物質についてです

が、企業局では川の水も使っている事と思います。川の

水を採っている場合、これから雨期に入れば山から流れ

てきて川に入ってくるのではないかという心配をします

が、実際はいかがなのでしょうか。  

（事務局）Ａ５．御指摘のとおり心配はございます。私どもは地下水以外

で北千葉広域水道企業団というところから受水を受けて

おります。昨年、この北千葉広域水道企業団では放射性

物質を測定する機器を設置しまして管理をしております。

その中で国が定めるレベルまで達した場合、その受水を

ストップする措置をとります。 

 

（委 員 ）Ｑ ６ ．電気は配線と発電を分けてしまうという話が出ておりま

すがガスや水道についてもそういったことが可能なのか

お尋ねしたいのですが。 

（事務局）Ａ６．ガス事業においてはすでに託送供給という制度がござい

ます。これは大量に使っていただいている大口のお客様

に対してなのですが、例えば私どものガス管を使いまし

て、他のガス会社さんのガスをお使いいただくことができ

るというものです。 

              それから、水道事業については水源の確保が難しいとい

う事がございます。国の動きとしては広域化、つまり用水

事業を県で、末端給水については市町村でという話し合

いがなされております。 

 

( 委 員 ) Ｑ ７ ．ガスについてですが、平成２４年度の予定で行きますと

外国産のガスの購入額が増えるようですね。県内産につ

いては今年度と同じ額です。これは、それでも外国産の

方が安いから国内産を抑えているのか、それとも、供給

を受ける事が出来る定量のようなものが決まっているの

かお尋ねします。 

(事 務 局 )Ａ７．じつは、単価の面で言いますと現在は国内産の方が安

い状況です。県内産の天然ガスについてですが、茂原の

方で産出をしておりまして、産出量が決まっております。

量を増やそうと思いましても、地盤沈下の関係等々の規

制がございまして、増量が出来ないという現状でござい

ます。 
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( 委 員 ) Ｑ ８ ．先程、第１給水場の更新工事について新しい土地にし、

今使っている給水場も新しい場所も整備をしっかりと行

い、安全な給水に努めてまいりたいと説明がありました

が、両方の土地を使って給水するという形の構想を具体

的にお尋ねしたいのですが。 

(事 務 局 )Ａ８．説明不足で申し訳ございません。現在、泉町２丁目の施

設で４つの配水池を管理しておりますが、この他に地下

から汲み上げてくる井戸水の浄水施設も管理しておりま

す。私どもが経年化により耐震性が少し弱いなと感じて

いるのが配水池の部分であります。浄水施設につきまし

ては耐震性も確保されておりますし、設備としても十分

使用出来る状態ですので、この部分については有効的

に活用していこうと考えております。ですから、地下から

汲み上げてくる井戸水を浄化するまでの行程を既存設

備の中で行う予定です。 

              配水関係については新たに取得する泉町３丁目の土地

に配水池を建設してここから配水していく予定でありま

す。 

 

( 委 員 ) Ｑ ９ ．わが家では室内用の小型湯沸かし器を使用しているの

ですが、昨日、使用上の注意などが書かれたパンフレッ

トが届きました。これはあまり安全じゃないから取り替え

てくれという事なのか気になりまして。また、関連して高

効率給湯器がどの程度普及しているのかもお尋ねした

いのですが。 

(事 務 局 )Ａ９．決して危険だという事ではありません。適正に使ってい

ただければ安全であります。小型湯沸かし器というの

は、長時間使用すると不完全燃焼を起こしたりしますの

で、その部分の注意喚起という形で毎年調査終了後に

お送りしております。国の方からも、なるべくガス事業者

全体で事故をなくしていこうとう流れがありますので、正

しい使い方をしていただこうという意味で注意喚起させて

いただいております。 

              また、高効率給湯器の普及率についてですが、詳しい数

についてはこの場ではわからないのですが、大体全体

の５～６％位です。 
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(委 員 )Ｑ１０． 東習志野にユトリシアがありますね。あそこの周りから、

毒ガスが出るという話を聞きました。あの場所は、もと工

場だという事で聞いているのですが、そういったことがあ

るのですか。 

(事務局)Ａ１０．ユトリシアの件ですが、以前、川鉄金属さんという工場が

ございまして、主にホウロウのお風呂などを作っておりま

した。その中で、化学薬品やフッ素を使用していたという

事で、その部分について土壌の中に残留しております。

そうとうの泥を取り替えたり、現在も井戸で汲み上げてバ

ッキ処理という形で浄化作業を行っており、有害物質を

搬出しております。有害物質についてはごく微量のみ発

生しておりますが、触れたり、あるいは蒸発して人体に

影響を及ぼすと言うものではありません。地主のかたも

一生懸命浄化の努力をしておりまして、日常的な生活に

は支障ないと言う事を県も市も認識しております。今後も

県と連携しながらしっかりとみてまいります。 

 

 

(委 員 )Ｑ１１． ＪＲ津田沼駅南口の開発地域でガスを採用していただく

というような事をおっしゃっていましたが、その設備はも

ちろん最新型を入れるのでしょうが、衣類乾燥機などの

設備もはいるのでしょうか？ 

(事務局)Ａ１１．今の所はシステムで入れるという事でございます。その

システムとは何かと申しますと、台所で使うお湯・お風呂・

ミストサウナであればサウナ・浴室乾燥機・それから床暖

房ではありますが、これらが使えるだけの高効率給湯器

を入れる予定です。しかし、最終的にはやはりお客様の

判断という事になりますので、ミストサウナや浴室乾燥

機、床暖暖房等についてはオプションとして付けていただ

くという形になります。  

 

 

５ 
お問い合わ

せ先 

所管課名：習志野市企業局 業務部総務課 

電話番号：０４７－４７５－３３２１ 

 


